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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明 

 当第２四半期連結累計期間の売上は、日本においては、今春まで続いていた住宅投資減速の影響により厳しさが

残るなか、戦略製品を中心に積極的な拡販に努めたことなどから前年水準並みを確保しました。欧州においては、

北欧、南欧をはじめ、ロシアを除く全域で概ね堅調に推移しましたが、ロシアは通貨安などにより引き続き厳しい

状況となりました。北米においては、景気の底堅さもありホームセンタールートを中心に大幅に伸長しました。ア

ジア、その他の地域においては、中国、タイなど景気が減速した地域が多かったものの、インドが堅調に推移した

ことや為替の影響により全体としては前年を上回りました。これらの結果、売上収益は６９７億１千９百万円（前

年同期比４％増）となりました。

 利益面においては、日本での売上の伸び悩み、ロシアでの売上の大幅な低迷およびそれに伴う生産調整の影響な

どにより厳しい状況となりましたが、収益性の高い新製品の積極的な拡販や総コストの低減などに努めたことなど

から、営業利益３４億５千２百万円（前年同期比１１％増）、税引前四半期利益３４億６千７百万円（同１３％

増）、四半期利益２３億８百万円（前年同期比３９％増）、親会社株主に帰属する四半期利益２２億８千９百万円

（同４１％増）となりました。

 

［セグメント別状況］

①電動工具事業

 日本においては、住宅投資減速の影響が残り空気工具などの建築関連製品が伸び悩んだものの、２年保証・高容

量6.0Ah(いずれも業界初)のリチウムイオン電池を搭載し、新打撃機構(特許出願中)を採用した新製品のインパク

トドライバをはじめとしたコードレス工具や、アクセサリ(消耗品)を積極的に拡販したことなどから、売上収益は

前年同期比１％の減少に留まりました。

 欧州地域においては、北欧、南欧が大幅に伸長し、その他欧州も概ね堅調に推移しましたが、通貨安、原油安な

どにより非常に厳しい状況が続いているロシアが大幅に減少したことや為替がユーロ安で推移したことなどから、

前年同期比９％の減少となりました。なお、ロシアを除いた欧州地域は、前年同期比３％の増加となりました。

 北米地域においては、大手ホームセンターとのアライアンス強化が奏功し取引が拡大したことに加え、為替が大

きく円安で推移したことなどから、前年同期比２９％の大幅な増加となりました。

 アジア、その他の地域においては、景気減速の影響を受け中国が低迷し、タイも第２四半期に大きく減速したも

のの、インドが好調を持続し、為替もプラスに作用したことから、前年同期比２％の増加となりました。

 以上の結果、当事業の売上収益は、６７６億１千８百万円（前年同期比４％増）となりました。営業利益につい

ては、収益性の高い新製品の積極拡販、原価低減をはじめとした総コスト低減活動などにより、３０億２千５百万

円（前年同期比４％増）となりました。

②ライフサイエンス機器事業

 日本においては、大手企業向けを中心に買い替え需要の取り込みを図るとともに大型展示会への積極出展による

製品ＰＲに努め、海外においては、新型ロータの拡販およびアジアを中心とした販売強化に努めたことなどから、

堅調に推移しました。

 その結果、当事業の業績は、売上収益２１億１百万円（前年同期比１４％増）、営業利益４億２千７百万円（同

１２４％増）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明 

①資産の部、負債の部及び資本の部の状況

 当第２四半期における資産合計は、１，５３５億９千７百万円であり、前連結会計年度末と比べて１１億４千

１百万円の減少となりました。このうち、流動資産は１,１９２億８千万円であり２５億４千万円減少しました。

これは主に、設備投資による有形固定資産の取得などにより現金及び現金同等物が減少したことなどによるもので

す。

 負債の部は、３４８億７千９百万円であり１９億１千５百万円減少しました。これは主に、生産材調達費の抑制

などにより買入債務が減少したことなどによるものです。

 資本の部は、１，１８７億１千８百万円であり７億７千４百万円増加しました。これは主に、利益剰余金が増加

したことなどによるものです。

②キャッシュ・フローの状況

 営業活動によるキャッシュ・フローについては、売上債権の回収促進などにより９億７千万円の収入となりまし

た。

 投資活動によるキャッシュ・フローについては、有形固定資産の取得などにより１９億６千１百万円の支出とな

りました。

 財務活動によるキャッシュ・フローについては、配当金の支払いなどにより１１億８千６百万円の支出となりま

した。
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 以上の結果により、現金及び現金同等物の当四半期末残高は、前連結会計年度末残高から２５億２百万円減少

し、２９１億４千３百万円となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 当面の経済環境をみますと、日本経済はこのところ回復ペースが鈍化しているものの、住宅投資は鮮明に持ち直

しを示しています。欧州においては、ロシア経済は低迷が長期化すると思われますが、その他の欧州地域は概ね緩

やかな回復が見込まれます。北米経済は、引き続き景気回復が続き、住宅投資も底堅く推移するものと思われま

す。アジア、その他の地域は、一部堅調さが持続することが見込まれる地域はあるものの、中国、タイなど景気が

減速している地域もあり、予断を許さない状況にあります。

 このような状況下、当社グループは、日米欧の先進国中心に以下の施策を展開することによって業績の向上に努

めてまいります。

 

［当社グループの施策］

 電動工具事業では、競争優位な戦略製品を徹底拡販してまいります。新型インパクトドライバを筆頭にリチウム

イオン電池搭載製品の豊富なラインアップを活かした「面での販売」を強化し、当社の強みである高容量・長寿命

な日立リチウムイオン電池の普及を促進することで、さらなるユーザーの拡大を図ってまいります。また、当社独

自のＡＣブラシレスモーター搭載製品について、オンリーワンの強みを活かし、シリーズ展開によるグローバル規

模での市場創生に努めてまいります。

 さらに、日本の新販売拠点での売上拡大、欧州での各種プロモーション活動、北米での大手ホームセンターとの

アライアンス強化による取引拡大など売上規模の拡大をめざす一方、お客様目線でのサービス・品質保証を強化す

べくＣＳ部門と品質保証部門を一体化し、お客様満足度のさらなる向上(サービス・ファースト)を図ってまいりま

す。

 ライフサイエンス機器事業では、各種大型展示会への積極出展によるＰＲ活動の拡充、大学・官公庁研究施設お

よび民間企業での需要掘り起し、海外代理店の販売支援強化などを推進するとともに、成長分野に位置づけている

材料系顧客のさらなる開拓・深耕に取り組み、売上の拡大を図ってまいります。

 収益に関しましては、新製品や高付加価値製品の拡販、国内生産の集約によるコスト削減効果の刈り取りを図っ

てまいります。加えて、経営目標である営業利益率１０％以上の達成に向け、全社横断的に業務改革を進めるべく

「構造改革推進本部」を１０月１日付で新設しました。前例にとらわれず部門の垣根を越えて当社の持てる総力を

結集し、やるべきことをスピード感を持って実行していくことによって、経営目標の早期達成を図ってまいりま

す。

 

［連結業績予想］

 通期の連結業績予想は、想定より低調に推移する日本市場、厳しさの続くロシア市場、景気減速が見込まれる新

興国市場などに鑑み、平成２７年７月２８日に「平成２８年３月期 第１四半期決算短信」で公表いたしました予

想を修正し、次のように見込んでおります。なお、第３四半期以降の為替レートは、１米ドル１２０円、１ユーロ

１３０円を前提としております。

 

平成28年3月期 通期連結業績予想（平成27年4月1日～平成28年3月31日）

  売上収益 営業利益 税引前利益
親会社株主に

帰属する当期利益

基本的1株当たり

親会社株主に帰属

する当期利益

 

前回発表予想（Ａ）

百万円

145,000

百万円

8,400

百万円

8,000

百万円

5,500

円 銭

54.24

今回発表予想（Ｂ） 144,500 7,000 6,900 4,900 48.32

増減額（Ｂ－Ａ） △500 △1,400 △1,100 △600  

増減率（％） △0.3 △16.7 △13.8 △10.9  

(ご参考)前期実績

(平成27年3月期通期)
135,849 6,388 6,272 3,513 34.65
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更

 該当事項はありません。
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３．要約四半期連結財務諸表

（１）要約四半期連結財政状態計算書

（単位：百万円） 
 

   
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

資産の部      

流動資産      

現金及び現金同等物   31,645 29,143 

売上債権   35,015 34,286 

棚卸資産   51,617 51,972 

その他の流動資産   3,543 3,879 

流動資産合計   121,820 119,280 

非流動資産      

有価証券及びその他の金融資産   3,746 3,731 

有形固定資産   18,248 18,010 

無形資産   5,921 6,467 

繰延税金資産   3,799 3,634 

その他の非流動資産   1,204 2,475 

非流動資産合計   32,918 34,317 

資産の部合計   154,738 153,597 

       

負債の部      

流動負債      

短期借入金   10,268 9,737 

その他の金融負債   3,144 2,818 

買入債務   10,040 8,658 

未払費用   6,667 7,427 

未払法人所得税   1,183 1,023 

その他の流動負債   1,481 1,509 

流動負債合計   32,783 31,172 

非流動負債      

退職給付に係る負債   3,450 3,099 

その他の非流動負債   561 608 

非流動負債合計   4,011 3,707 

負債の部合計   36,794 34,879 

       

資本の部      

親会社株主持分      

資本金   17,813 17,813 

資本剰余金   21,558 21,571 

利益剰余金   79,850 81,531 

その他の包括利益累計額   11,302 10,423 

自己株式   △13,641 △13,642 

親会社株主持分合計   116,882 117,696 

非支配持分   1,062 1,022 

資本の部合計   117,944 118,718 

負債・資本の部合計   154,738 153,597 
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（２）要約四半期連結損益計算書及び要約四半期連結包括利益計算書

（四半期連結累計期間）

（要約四半期連結損益計算書）

（単位：百万円） 
 

   
前第２四半期連結累計期間 
（自 平成26年４月１日 
至 平成26年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間 
（自 平成27年４月１日 
至 平成27年９月30日） 

売上収益   67,130 69,719 

売上原価   △43,747 △46,560 

売上総利益   23,383 23,159 

販売費及び一般管理費   △20,105 △20,626 

その他の収益   308 1,179 

その他の費用   △490 △260 

営業利益   3,096 3,452 

金融収益   141 147 

金融費用   △167 △132 

税引前四半期利益   3,070 3,467 

法人所得税費用   △1,409 △1,159 

四半期利益   1,661 2,308 

四半期利益の帰属      

親会社株主持分   1,620 2,289 

非支配持分   41 19 

       

１株当たり親会社株主に帰属する四半期利益(円)    

基本   15.98 22.58 

希薄化後   15.98 22.57 

 

（要約四半期連結包括利益計算書）

（単位：百万円） 
 

   
前第２四半期連結累計期間 
（自 平成26年４月１日 
至 平成26年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間 
（自 平成27年４月１日 
至 平成27年９月30日） 

四半期利益   1,661 2,308 

       

その他の包括利益      

純損益に組み替えられない項目      

その他の包括利益を通じて測定する 

金融資産の公正価値の純変動額 
  43 △16 

純損益に組み替えられない項目合計   43 △16 

       

純損益に組み替えられる可能性がある項目      

在外営業活動体の換算差額   2,504 △880 

純損益に組み替えられる可能性がある 

項目合計 
  2,504 △880 

       

その他の包括利益合計   2,547 △896 

四半期包括利益   4,208 1,412 

四半期包括利益の帰属      

親会社株主持分   4,129 1,410 

非支配持分   79 2 
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（３）要約四半期連結持分変動計算書

（単位：百万円） 
 

前第２四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日） 

    

         

親会社株主 
持分合計 非支配持分 

資本の部 
合計 資本金 資本剰余金 利益剰余金 

その他の 
包括利益 
累計額 

自己株式 

期首残高   17,813 21,558 78,768 5,123 △13,638 109,624 969 110,593 

当期変動額                  

四半期利益   ― ― 1,620 ― ― 1,620 41 1,661 

その他の包括利益   ― ― ― 2,509 ― 2,509 38 2,547 

四半期包括利益合計   ― ― 1,620 2,509 ― 4,129 79 4,208 

剰余金の配当   ― ― △1,216 ― ― △1,216 △14 △1,230 

自己株式の取得及び売却   ― ― ― ― △1 △1 ― △1 

持分所有者との取引合計   ― ― △1,216 ― △1 △1,217 △14 △1,231 

期末残高   17,813 21,558 79,172 7,632 △13,639 112,536 1,034 113,570 

                   

 

（単位：百万円） 
 

当第２四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日） 

    

         

親会社株主 
持分合計 非支配持分 

資本の部 
合計 資本金 資本剰余金 利益剰余金 

その他の 
包括利益 
累計額 

自己株式 

期首残高   17,813 21,558 79,850 11,302 △13,641 116,882 1,062 117,944 

当期変動額                  

四半期利益   ― ― 2,289 ― ― 2,289 19 2,308 

その他の包括利益   ― ― ― △879 ― △879 △17 △896 

四半期包括利益合計   ― ― 2,289 △879 ― 1,410 2 1,412 

剰余金の配当   ― ― △608 ― ― △608 △42 △650 

自己株式の取得及び売却   ― 0 ― ― △1 △1 ― △1 

株式報酬取引   ― 13 ― ― ― 13 ― 13 

持分所有者との取引合計   ― 13 △608 ― △1 △596 △42 △638 

期末残高   17,813 21,571 81,531 10,423 △13,642 117,696 1,022 118,718 
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（４）要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円） 
 

   
前第２四半期連結累計期間 
（自 平成26年４月１日 
至 平成26年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間 
（自 平成27年４月１日 
至 平成27年９月30日） 

営業活動に関するキャッシュ・フロー      

四半期利益   1,661 2,308 

       

四半期利益から営業活動に関する 

キャッシュ・フローへの調整 
     

減価償却費及び無形資産償却費   1,338 1,480 

法人所得税費用   1,409 1,159 

金融収益及び金融費用   26 △15 

固定資産売却損益(△は益)   △2 △29 

売上債権の増減（△は増加）   2,056 708 

棚卸資産の増減（△は増加）   △979 △804 

買入債務の増減（△は減少）   △1,263 △1,215 

未払費用の増減（△は減少）   601 832 

退職給付に係る負債の増減（△は減少）   △304 △1,657 

その他   612 △566 

小計   5,155 2,201 

利息の受取   131 132 

配当金の受取   10 12 

利息の支払   △93 △91 

法人所得税の還付   85 86 

法人所得税の支払   △1,217 △1,370 

営業活動に関するキャッシュ・フロー   4,071 970 

       

投資活動に関するキャッシュ・フロー      

有形固定資産の取得   △1,096 △1,402 

無形資産の取得   △374 △681 

有形固定資産の売却   3 103 

その他   22 19 

投資活動に関するキャッシュ・フロー   △1,445 △1,961 

       

財務活動に関するキャッシュ・フロー      

短期借入金の増減（△は減少）   738 △527 

配当金の支払   △1,217 △611 

その他   △53 △48 

財務活動に関するキャッシュ・フロー   △532 △1,186 

       

現金及び現金同等物に係る為替変動による影響   1,107 △325 

現金及び現金同等物の増減額   3,201 △2,502 

       

現金及び現金同等物の期首残高   31,920 31,645 

現金及び現金同等物の四半期末残高   35,121 29,143 
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（５）要約四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（親会社株主持分の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報）

前第２四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日）
 
1. 報告セグメントごとの売上収益及び利益の金額に関する情報

（単位：百万円） 

 

報告セグメント

調整額
要約四半期連結
損益計算書計上額

(注)電動工具
ライフサイ
エンス機器

小計

 売上収益          

 (1) 外部顧客に対する売上収益 65,283 1,847 67,130 ― 67,130

 (2) セグメント間の内部

   売上収益又は振替高
― ― ― ― ― 

計 65,283 1,847 67,130 ― 67,130

セグメント利益 2,905 191 3,096 ― 3,096

金融収益及び費用 ― ― ― ― △26

税引前四半期利益 ― ― ― ― 3,070

(注)  セグメント利益は、要約四半期連結損益計算書の営業利益であります。

 

2. 地域別売上収益に関する情報

（単位：百万円） 

日本 アジア ヨーロッパ 北アメリカ その他 合計

19,468 6,040 22,412 15,007 4,203 67,130

(注)  売上収益は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

 

当第２四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日）
 
1. 報告セグメントごとの売上収益及び利益の金額に関する情報

（単位：百万円） 

 

報告セグメント

調整額
要約四半期連結
損益計算書計上額

(注)電動工具
ライフサイ
エンス機器

小計

 売上収益          

 (1) 外部顧客に対する売上収益 67,618 2,101 69,719 ― 69,719

 (2) セグメント間の内部

   売上収益又は振替高
― ― ― ― ― 

計 67,618 2,101 69,719 ― 69,719

セグメント利益 3,025 427 3,452 ― 3,452

金融収益及び費用 ― ― ― ― 15

税引前四半期利益 ― ― ― ― 3,467

(注)  セグメント利益は、要約四半期連結損益計算書の営業利益であります。
 

2. 地域別売上収益に関する情報

（単位：百万円） 

日本 アジア ヨーロッパ 北アメリカ その他 合計

19,438 6,589 20,344 19,411 3,937 69,719

(注)  売上収益は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。
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